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創造表現コース 3期生

創造表現コース 4期生

　高校生の頃、周りが大学進学を考えていく中で、
「手に職を付けたい。」「自分で物を作って人の心
に訴えかけられる作品を作りたい。」という思い
から高校卒業と同時に栃木県の佐久間藤太郎窯、
四代目佐久間藤也氏に師事し、 8年間修業しまし
た。その中で作品制作や陶芸作家としての基礎を
培っていきました。
　現在、広島県尾道市因島に工房を構え作家活動
を行っています。作品制作だけでなく自然に寄り

添い島で暮らすことも含めて、何かをすることに
は必ず物語がついてくる、物語になっていくとい
うことを常日頃から考えてやってきました。独立
から今年で 7年になります。その中で多くの出会
いに恵まれて、地元の方と協力しながらギャラ
リーやカフェを手掛けたり、陶器作品で代表的な
ストライプの柄を革バッグのデザインにも取り入
れて、「島縞」ブランドを立ち上げたりと、活動
は多岐にわたっています。

　広島市山間部に位置する湯来町という場所で小
中学生時代を過ごした私は、田舎の環境から出て、
好きな美術を学ぶため基町高校創造表現コースへ
進学しました。そこで立体造形の面白さに気づ
き、美術大学の彫刻専攻に進みました。大学で現
代アートという概念に出い、アートの知識と表現
を深めるためアメリカ留学を決めました。3２歳と
なった現在は結婚し、子育てをしつつ、非常勤教
員の仕事をしながらアーティスト活動をしていま
す。私が美術を続ける理由は、自分の中に日常生
活の価値観（衣食住に関わる現実的な問題）とは

別の、もう一つの精神的フィールドを持てるから
です。そこでは様々な固定概念や常識、倫理観な
どに縛られない自由な思考を広げることができ、
それを作品という視覚言語で表現する面白さがあ
ります。さらにはその作られた作品を通じて過去、
原作、未来の他者と繋がれることが表現活動の醍
醐味です。美術に限らず音楽、科学、文学、哲学、
スポーツ等、自分に合った表現言語を獲得するこ
とで、今生きている世界がより鮮やかで愛おしい
ものに見えるのではないでしょうか。

吉野　瞬

久保　寛子

海沿いの豊かな暮らしや目に映る風景によって育まれる感性を
大切にしたい

表現することは世界と自分をより深く理解すること

［２003年度卒業／55回生］

［２004年度卒業／56回生］
広島市高校非常勤教員（美術）

陶芸家

アーティスト

１986年　広島生まれ
２004年　�佐久間藤太郎窯、四代目�佐久

間藤也氏に師事
２0１２年　�個展�吉野瞬�-陶展-�《galleryG�

広島・八丁堀》
　　　　�abc.Art�Box�Cafe�食器・照明等

をプロデュース�《大阪・肥後橋》
２0１3年　�個展�吉野瞬�-陶展-�《林芙美子

記念館�尾道》
　　　　�個展�-暮らしを彩る器展-�《万

田発酵株式会社ホール�因島》
２0１4年　�瀬戸内しまのわ２0１4「現代アー

トとお茶の祭典」にて抹茶碗を
制作。

２0１5年　個展�吉野瞬�-陶展-�《ONOMICHI�U ２》　
２0１8年　�個展�SHUN�YOSHINO�CERAMIC�

EXHIBITION�《ONOMICHI�U ２》
　　　　個展�吉野瞬�-陶展-�《広島三越》
２0１9年　�個展�吉野瞬�-陶展-�《galleryG�

広島・八丁堀》

１987年　�広島県生まれ
２009年　�広島市立大学芸術学部彫刻科卒業
２0１3年　�テキサスクリスチャン大学大学

院彫刻専攻卒業
２0１4年　�「拡張する地平線―日本現代美

術展」53美術館（広州）
２0１7年　�「六甲ミーツアート２0１7」六甲

山（兵庫）
２0１6年　�「瀬戸内国際芸術祭２0１6」小豆

島三都半島（香川）
２0１6年　�「オソレイズム」はじまりの美

術館（福島）
２0１7年　�個展「ブリコーラージュの女神」

ギャラリーG（広島市）
２0１7年　�「六甲ミーツアート２0１7」六甲

山（兵庫）
２0１8年　�「まつり、まつる」スパイラル

ガーデン（東京）、ワコールス
タディーホール（京都）

完成した作品 「島縞」ブランド　革バック


